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7 月 29日（土）

■ 第 1 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　3F　301・302）

領域 全区分 領域区分 全区分

特別企画（ラウンドテーブルディスカッション）（ST）� �
� 現地＋オンデマンド配信 　　10：30〜 12：00

	 「救護者保護とトリアージに関わる哲学的思考：医療，看護，倫理，法それぞれの視座から」
	 座長	 帝京大学		医学部		救急医学講座	 森村	 尚登
	 	 日本体育大学／昭和大学	 平沼	 直人
	 参加者	 東京医科歯科大学病院	 淺香	えみ子
	 	 独立行政法人労働者健康安全機構	 有賀	 徹
	 	 千葉大学		名誉教授／京都府立医科大学	 小賀野	晶一
	 	 東京消防庁	 門倉	 徹
	 	 帝京大学先端総合研究機構	 羽入	佐和子
	 特別発言	 東京都病院協会		会長／東京都医師会		顧問	 猪口	 正孝

� 合同開催：日本賠償科学会／日本救急医学会（JAAM）合同委員会

教育講演 10（EL10）� 現地＋オンデマンド配信 　　13：20〜 14：20

	 座長	 横浜市立大学附属市民総合医療センター		医療の質・安全管理部	 中村	 京太

EL10（C）	 運航乗務員の育成と技倆の伝承
	 	 全日本空輸株式会社		フライトオペレーションセンター		
	 	 品質企画部		CBTA チーム	 平松	 譲治

教育講演 11（EL11）� 現地＋オンデマンド配信 　　14：30〜 15：30

	 座長	 帝京大学		医学部		救急医学講座	 坂本	 哲也

EL11（D）	 米国救急医療，プレホスピタル医療の現状と取り組み，日本とつなぐ
	 	 エモリー大学		医学部		救急部	 中嶋	 優子
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一般演題口演 32（O32）� 16：10〜 17：00

	 「倫理・法」
	 座長	 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院		ICU	 真弓	 俊彦
	 	 奈良県立医科大学附属病院		生命倫理監理室	 伊藤	 雪絵

O32-1（MS）	 救命スタッフと SWの共通理解に向けて	 	
	 〜 " 身寄りのない患者 " に関する意識調査から〜

	……………………………………聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院		
	 患者支援センターソーシャルワーカー	 山田	 愛美

O32-2（MS）	 身元不明者への SWおよび就籍手続き
	………………………………… 関西医科大学附属病院		医療福祉相談課	 篠田	 香恵

O32-3（D）	 救急医療現場における個人的信念に基づく医療行為拒否への対応	 	
	 〜放射線被曝拒否事例から考える〜

	………………………………………………… 岡山大学病院		救命救急科	 小出	 恭大
O32-4（P）	 臓器移植ドナー患者の薬剤管理，法的脳死判定への	 	
	 薬剤師の関わりについて

	…… 掛川市・袋井市病院企業団立		中東遠総合医療センター		薬剤部	 山本	麻里子
O32-5（N）	 救急医療における自傷・自殺未遂レジストリ：	 	
	 プロトタイプの構築と運用

	………………… 帝京大学大学院		公衆衛生学研究科		公衆衛生学専攻	 隅	 浩紀
O32-6（C）	 監察医事務所・警察機関が取扱う情報を活用した自殺者調査の報告	 	
	 〜自殺の疫学調査における新たな情報源の検討〜

	……………………… 明治国際医療大学		保健医療学部		救急救命学科	 村上	 龍

■ 第 2 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　3F　303）

領域 全区分 領域区分 全区分

ワークショップ 5（WS5）� 8：30〜 10：00

	 「	どうする？救急医療情報Dx（デジタルトランスフォーメーション）：	 	
病院前と院内の救急医療情報の連結」

	 座長	 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 喜熨斗	智也
	 	 日本医科大学武蔵小杉病院	 田上	 隆

WS5-1（D）	 徳島県における病院前と院内との情報連結
	…………………………………………………… 徳島赤十字病院		救急科	 福田	 靖

WS5-2（C）	 救急隊との連携強化に向けた	 	
	 兵庫県災害救急医療情報システムの更改について

	……………………………………………………… 神戸市消防局		総務課	 菊池	 悠
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WS5-3（D）	 岐阜県における検証システム　		
	 〜診断・予後を知ることの重要性について〜

	……………………… 岐阜大学医学部付属病院		高次救命治療センター	 吉田	 隆浩
WS5-4（D）	 香川県における事後検証オンライン化の取り組みについて

	…………………………………… 香川県立中央病院		救命救急センター	 乙宗	佳奈子
WS5-5（D）	 覚知日時を含む識別子を用いた消防および医療機関データ突合の試み

	………………… 奈良県立医科大学		救急医学・高度救命救急センター	 福島	 英賢

教育講演 5（EL5）� 現地＋オンデマンド配信 　　10：00〜 11：00

	 座長	 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 廣瀬	 智也

EL5（C）	 温故知新：情報資産の管理・利活用とデジタルアーカイブ
	 	 香川大学		創造工学部		造形・メディアデザインコース	 國枝	 孝之

一般演題口演 33（O33）� 13：50〜 14：40

	 「教育・研修③　院外・病院前」
	 座長	 日本赤十字社医療センター		救命救急センター	 林	 宗博
	 	 帝京平成大学		健康メディカル学部	 染谷	 泰子

O33-1（C）	 ハイパフォーマンスCPR講習プログラムの開発について
	……………………… 明治国際医療大学		保健医療学部		救急救命学科	 原	 貴大

O33-2（C）	 救急救命士養成課程の学生におけるロールモデルの存在		
	 〜経時的変化を踏まえた分析〜

	……………………… 明治国際医療大学		保健医療学部		救急救命学科	 高橋	 司
O33-3（N）	 救急救命士の心電図判読能力向上に向けた	 	
	 トレーニングプログラムの提案

	……………………………………………………… 長崎大学病院		看護部	 本田	 智治
O33-4（HS）	 救急救命士の聴診スキルの現状把握と	 	
	 呼吸音聴診シミュレータを使用した研修効果の検証

	……………………… 放送大学大学院		文化科学研究科		生活健康科学	 平岩	竜之介
O33-5（D）	 福島県消防学校における急性中毒疾患教育の効果	 	
	 〜講義前後での変化〜

	……………………………… 福島県立医科大学		地域救急医療支援講座	 小野寺	 誠
O33-6（E）	 愛知県救急救命士再教育事業から判明した	 	
	 アドレナリン自己注射薬使用に関する課題

	…………………………………………………… 東海市消防本部		警防課	 木下	 拓也



日臨救急医会誌（JJSEM）2023；26：163-232206

一般演題口演 34（O34）� 15：00〜 15：50

	 「教育・研修④　院外・病院前」
	 座長	 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター	 林	 靖之
	 	 柏市消防局	 豊田	 信之

O34-1（N）	 救急救命学科 1年生に対する救急救命観を育む授業展開についての検討		
	 〜医療人底力実践教育を初開講して〜

	……………………… 鈴鹿医療科学大学		保健衛生学部		救急救命学科	 久保田	千景
O34-2（N）	 救急救命士を養成する学士課程における授業科目	 	
	 「救急救命コミュニケーション論」の構築

	……………………… 鈴鹿医療科学大学		保健衛生学部		救急救命学科	 久保田	千景
O34-3（C）	 消防機関所属の救急救命士による英語の捉え方の実態調査

	…………………………… 広島国際大学		保健医療学部		救急救命学科	 黒崎	 久訓
O34-4（E）	 救急救命士による患者家族への精神的アプローチの必要性

	……… 奈良県広域消防組合消防本部		警防部救急ワークステーション	 布施	 貴則
O34-5（E）	 救急隊が行うユマニチュード	® について

	………………………………………… 福岡市消防局		東消防署		警備課	 柳本	 将吾
O34-6（E）	 指令災害種別と救急隊員におけるストレス耐性度の関連性

	…………………………………………… 磐田市消防本部		磐田市消防署	 山田	 一路

一般演題口演 35（O35）� 16：10〜 17：15

	 「教育・研修⑤　院外・病院前」
	 座長	 関西労災病院救急部	 高松	 純平
	 	 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 張替	喜世一

O35-1（D）	 受講生の背景に沿った JPTECコースの運営とその効果
	……………………… 日本医科大学千葉北総病院		救命救急センター／
	 ショック・外傷センター	 安松	比呂志

O35-2（E）	 視覚情報が外傷処置訓練に与える影響
	…………………………………………………… 岡山市消防局		西消防署	 中田	 龍冴

O35-3（C）	 PEMECコースの開催状況と受講者のコース評価
	……………………… 日本臨床救急医学会		PEMEC 企画運営小委員会	 福岡	 範恭

O35-4（N）	 Psychiatric	Evaluation	in	Emergency	Care（PEEC）コース受講後の		
	 活用状況〜コース内容の活用状況と課題〜

	………………………………………… 東海大学医学部付属病院		看護部	 寺地	沙緒里
O35-5（D）	 指導救命士の質の維持は困難である　	 	
	 〜三重県指導救命士再任講習から見えた問題点〜

	……………………………………… 伊勢赤十字病院		救命救急センター	 説田	 守道
O35-6（E）	 救急隊員を対象とした小児在宅医療研修会の有用性

	……………………… 鳥取県西部広域行政管理組合消防局		米子消防署	 遠藤	 誠
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O35-7（C）	 病院前救急医療に関する国際協力の取り組み　	 	
	 〜カンボジアの実践コミュニティに着目して〜

	………………………………… 国士舘大学		防災・救急救助総合研究所	 石﨑	 貴
O35-8（C）	 ザンビア共和国に対する病院前外傷救護教育支援

	…………………………… 弘前医療福祉大学短期大学部		救急救命学科	 若松	 淳

■ 第 3 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　3F　304）

領域 全区分 領域区分 全区分

教育講演 6（EL6）� 現地＋オンデマンド配信 　　　8：30〜 9：00

	 座長	 JCR ファーマ（株）	 吉田	パスカル

EL6（D）	 パンデミックで翻弄された国際医療搬送の振り返りとこれから
	 	 インターナショナル SOS ジャパン	 葵	 佳宏

パネルディスカッション 5（PD5）� 10：10〜 11：40

	 「どうする？専門認定制度への期待と展望」
	 座長	 順天堂大学医学部附属練馬病院		救急・集中治療科	 杉田	 学
	 	 岐阜大学医学部附属病院		薬剤部	 鈴木	 昭夫

PD5-1（C）	 救急救命士に対する専門認定制度の現状と期待
	………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 喜熨斗	智也

PD5-2（D）	 専門医制度への期待と将来への展望
	………………………………………………………………聖路加国際病院	 石松	 伸一

PD5-3（P）	 救急専門薬剤師の認定開始への期待と今後の展望
	………………………………………………… 東京医科大学病院		薬剤部	 添田	 博

PD5-4（R）	 日本救急撮影技師認定機構　往古来今
	… りんくう総合医療センター/ 大阪府泉州救命救急センター		放射線部
	 ／日本救急撮影技師認定機構	 西池	 成章

PD5-5（ME）	 認定救急検査技師への期待〜ニーズとスキルのマッチング〜
	……………………… 国家公務員共済組合連合会枚方公済病院		検査科	 薮	 圭介

PD5-6（N）	 どうする？専門認定制度への期待と展望　看護師の立場から
	…………………………………………………………………日本看護協会	 木澤	 晃代
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主題関連演題（MRS2）� 13：50〜 15：00

	 「タスクシェア・タスクシフト」
	 座長	 南町田病院		救急科	 畝本	 恭子
	 	 東海大学		医学部		救命救急医学	 野口	 航

MRS2-1（N）	 救急外来でNPが初期診療時に行う	 	
	 エコーのメリットとシームレスな運用の意義

	………………… 社会医療法人財団石心会川崎幸病院		看護部		救急科	 佐藤	 悠輝
MRS2-2（P）	 救急対応する医師・診療看護師への中毒担当薬剤師による	 	
	 薬物情報提供への取り組み

	………………………………… 国立病院機構大阪医療センター		薬剤部	 上野	 由貴
MRS2-3（D）	 ER での救急救命士とNPとの協働

	…………………………… 直和会平成立石病院		地域救急医療センター	 大桃	 丈知
MRS2-4（D）	 症例検討会〜しびれる resuscitate（シビレサ）〜の取り組みと課題

	……………………………………………………… 関西労災病院		救急部	 中田	 匡俊
MRS2-5（D）	 救命救急センター立ち上げにおける診療看護師の役割

	…………………………………………… 国立病院機構埼玉病院		救急科	 冨永	 善照
MRS2-6（D）	 救急医における多様性のある働き方の実現に向けて

	……………………………………… 鹿児島大学病院		救命救急センター	 岩永	 千尋
MRS2-7（N）	 救急隊員の病院前救護において暴力を受けることへの思い

	……………………… 福岡女学院看護大学		看護学部		精神看護学領域	 本武	 敏弘

一般演題口演 37（O37）� 16：10〜 17：10

	 「タスクシェア・タスクシフト②」
	 座長	 横浜市立大学附属市民総合医療センター		高度救命救急センター	 岩下	 眞之
	 	 帝京大学医学部附属病院		薬剤部	 今中	 翔一

O37-1（P）	 福岡徳洲会病院における ER専従薬剤師による	 	
	 PBPMに基づく持参薬代行入力の有用性

	…………………………………………………… 福岡徳洲会病院		薬剤部	 矢野	 洋平
O37-2（N）	 タスク・シフト /シェアを見据えた救急看護師の役割

	…………………………………………… 山口大学大学院		医学系研究科	 須田	 果穂
O37-3（P）	 救命救急センターにおける薬剤師による		
	 血中薬物濃度検査オーダの入力支援体制の構築

	………………………………………… 宮崎大学医学部附属病院		薬剤部	 是枝	 秀彦
O37-4（P）	 集中治療室でのASTを薬剤師主体にした	 	
	 バンコマイシン注の TDMから処方・検査代行入力までの取り組み

	……………………………………… 横浜市立みなと赤十字病院		薬剤部	 高橋	 希
O37-5（P）	 当院におけるタスクシフトについて

	……………………………………………………… 東京曳舟病院		薬剤課	 竹内	 光生
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O37-6（HS）	 二次医療機関における救急救命士の業務
	………………………………………………… 児嶋病院		看護医療連携部	 翁長	龍之介

O37-7（N）	 診療看護師による働き方改革
	……………………………………………………… 関西労災病院		救急科	 芝	 寿季

■ 第 4 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　203）

領域 院外・病院前 領域区分 計画・教育

シンポジウム 2（SY2）� 8：30〜 10：00

	 「どうする？救急患者受入れの不応需」
	 座長	 北里大学病院		救命救急・災害医療センター	 浅利	 靖
	 	 東京消防庁	 門倉	 徹

SY2-1（E）	 東京消防庁における救急搬送困難の状況
	…………………………………………… 東京消防庁		救急部救急医務課	 前田	 透

SY2-2（N）	 大学病院の ERセンターを Safety	net とした複数二次医療圏の	 	
	 救急搬送患者受け入れ体制の構築

	…………………………… 奈良県立医科大学附属病院		生命倫理監理室	 伊藤	 雪絵
SY2-3（D）	 オーバーナイト管理後の転院調整支援システムがあれば，	 	
	 札幌市の多施設不応需事案は減少する

	…………………………………………… 勤医協中央病院		救急センター	 田口	 大
SY2-4（D）	 Avoid	Ambulance	Diversion	 	
	 〜救急隊の病院選定を助けるHand	Made の ICT システム〜

	………………… 社会医療法人仁愛会浦添総合病院		救命救急センター	 米盛	 輝武
SY2-5（D）	 千葉市における救急搬送困難事案解消へ向けた取り組み

	……………………… 千葉大学大学院		医学研究院		救急集中治療医学	 富田	 啓介
SY2-6（D）	 不応需を減ずるために必須なシステムとは。

	………………………… 日本赤十字社医療センター		救命救急センター	 林	 宗博

ランチョンセミナー 7（LS7）� 12：10〜 13：10

	 座長	 日本医科大学大学院		救急医学分野	 横堀	 將司

LS7	 病院前救急搬送と情報連携の新時代	 	
	 〜デジタル×レジリエンス×人財ウェルビーイング〜

	 	 岡山大学病院		産科婦人科	 牧	 尉太

� 共催：バーズ・ビュー株式会社／そなえ株式会社
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一般演題口演 38（O38）� 13：50〜 14：40

	 「ドクターカー・ドクターヘリ」
	 座長	 横浜市立大学		救急医学 / 高度救命救急センター	 竹内	 一郎
	 	 聖隷三方原病院	 大瀧	 友紀

O38-1（N）	 A 病院におけるDC運用開始 1年での現状と課題
	………………………………………地方独立行政法人東京都立病院機構		
	 東京都立多摩総合医療センター		救命救急	 清水	 翔平

O38-2（D）	 ドクターカー運用における病院救命士の有用性：2病院を比較して
	…………… 独立行政法人国立病院機構京都医療センター		救命救急科	 益満	 茜

O38-3（E）	 ドクターピックアップからドクターカーへ	 	
	 〜さらなる連携強化に向けた取組みについて〜

	…………………………………… 岡山市消防局		北消防署		救急第 2 係	 稲富	 崇司
O38-4（N）	 派遣型救急ワークステーションにおける看護師の意義と役割

	………………………………………………… 秦野赤十字病院		救急外来	 桑原	 雅恵
O38-5（N）	 プレホスピタル記録用紙の作成の効果と今後の課題

	………………………………… 社会医療法人陽明会小波瀬病院		看護部	 後小路	 隆
O38-6（E）	 ドクターカーとの情報共有の重要性について

	…………………………………………………… 広島市消防局		南消防署	 徳永	 拓也

一般演題口演 39（O39）� 15：00〜 16：00

	 「民間救急救命士の活用」
	 座長	 新井クリニック	 新井	 隆男
	 	 SUPPORT		BOOK		研究会（代表）	 大河原	治平

O39-1（C）	 ER-Aide（救急救命士）を活用した	 	
	 ラピッドレスポンスチームの 24時間体制構築

	………………………………………… フィルタス株式会社		東京事業所	 三輪	 琴未
O39-2（C）	 救急救命士による転院搬送業務実現に向けての取り組みと	 	
	 これからの展望

	……………………公益社団法人北海道勤労者医療協会勤医協中央病院
	 		救急センター	 川端	 崇太

O39-3（C）	 院内救急救命士によるコロナ陽性患者の自宅搬送
	…………………………… 埼玉医科大学国際医療センター		救命救急科	 齋藤	 笑里

O39-4（C）	 コロナ搬送から見えた民間救命士及び	 	
	 民間救急事業者の活用モデルケースの一例

	………………………………………… フィルタス株式会社		東京事業所	 松田	 紳平
O39-5（HS）	 病院救急救命士による高機能病院救急車の運用と展望

	……………………………………… 直和会平成立石病院		救急救命士科	 菊地	 悠斗
O39-6（HS）	 二次救急指定病院に勤務する救急救命士の展望

	…………………………………………… 河北総合病院		救急集中治療科	 竹内	 一貴
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O39-7（HS）	 二次医療機関医おける院内救命士の働き方の現状と	 	
	 今後の課題について

	………………………………………………… 児嶋病院		看護医療連携部	 橋本	 康平

一般演題口演 40（O40）� 16：10〜 17：00

	 「コロナ禍の対応」
	 座長	 熊本大学病院災害医療教育研究センター	 笠岡	 俊志
	 	 愛知医科大学		看護学部	 坂田	久美子

O40-1（E）	 病院連絡トレーニング：コロナ禍におけるオンライン救急隊訓練
	………………………………………………… 那覇市消防局		中央消防署	 中村	 広康

O40-2（E）	 東京消防庁消防学校での救急隊員教育における	 	
	 新型コロナウイルス感染症対策の取り組みとその効果について

	……………………………………………… 東京消防庁消防学校		教養課	 岡田	 知己
O40-3（N）	 コロナ禍での病院前救急活動シミュレーション勉強会の取り組み

	………………………… 恩賜財団済生会滋賀県病院		看護部		救急外来	 野村	 昌夫
O40-4（E）	 感染症まん延下で開催可能な，	 	
	 WEB型救急標準化教育統合コースの開発と実施経験

	…………………… 三重県救急搬送・医療連携協議会		認定指導救命士	 伊藤	 元也
O40-5（C）	 ポストコロナに向けた救急車同乗実習のニューノーマル

	…………………………… 日本体育大学		保健医療学部		救急医療学科	 小倉	 勝弘
O40-6（E）	 コロナ終息後のWEB会議システム教育の必要性について

	………………………………………… 西春日井広域事務組合		消防本部	 篠塚	 雄希

■ 第 5 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　204）

領域 院外・病院前 領域区分 臨床・検証

教育講演 7（EL7）� 現地＋オンデマンド配信 　　　9：00〜 9：30

	 座長	 さいたま赤十字病院		高度救命救急センター	 清田	 和也

EL7（D）	 矯正医療の現状と課題　救急医療との関わり
	 	 法務省矯正局	 宮本	 哲也
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パネルディスカッション 6（PD6）� 9：30〜 11：00

	 「どうする？ドクターカー・ドクターヘリ：救急現場急行と病院間搬送」
	 座長	 国立病院機構災害医療センター	 大友	 康裕
	 	 日本看護協会	 木澤	 晃代

PD6-1（D）	 新潟東部ドクターヘリにおけるDXの実装と展開
	…………………………………………… 新潟大学		医学部		救命救急科	 西山	 慶

PD6-2（D）	 県全体の救急医療を支える地方型ドクターカー運用
	……………………… 秋田大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 平澤	 暢史

PD6-3（D）	 運用開始 1年が経過した ECMO	car の有用性と課題
	……………………… 千葉大学大学院		医学研究院		救急集中治療医学	 齋藤	 大輝

PD6-4（D）	 mobile	ICU・ER	Car を活用した病院間搬送の経験と展望
	…………………………… 直和会平成立石病院		地域救急医療センター	 大桃	 丈知

PD6-5（HS）	 院内救命士による病院間搬送の実績と課題
	……………………… 医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院		救急センター	 井沼	 浩政

PD6-6（HS）	 救急搬送逼迫時における院内救命士による当院への救急搬送	 	
	 〜出動した事案から見えてきた課題〜

	………………………………… 国立病院機構大阪医療センター		管理課	 浦井	 健
PD6-7（D）	 病院前救急診療における課題と展望〜救急現場急行と病院間搬送〜

	………………… 社会医療法人仁愛会浦添総合病院		救命救急センター	 米盛	 輝武

ランチョンセミナー 8（LS8）� 12：10〜 13：10

	 「Let's	power	on	〜救急隊員の抱える課題と今後の展望〜」
	 座長	 国士舘大学		救急システム研究科	 田中	 秀治

LS8-1	
	 	 東京消防庁		救急指導課	 手島	ヨナタン愛郎

LS8-2	 救急活動の負荷軽減と安全な傷病者搬送〜電動ストレッチャーの役割〜
	 	 広島国際大学		保健医療学部	 安田	 康晴

� 共催：日本ストライカー株式会社

一般演題口演 41（O41）� 13：50〜 14：25

	 「災害②」
	 座長	 国立病院機構本部 DMAT 事務局	 小井土	雄一
	 	 東海大学		医学部		看護学科	 大山	 太

O41-1（D）	 当院救命救急センターでの多数食中毒事案対応
	……………………… 京都第二赤十字病院		救命救急センター		救急科	 石井	 亘



日臨救急医会誌（JJSEM）2023；26：163-232 213

27
日

28
日

配
信
28
・
29
日

29
日

O41-2（D）	 小児専門病院における院内災害対策システム構築	
〜災害対策本部マニュアル作成〜
	…………………… 埼玉県立小児医療センター		小児救命救急センター	 多田	 昌弘

O41-3（D）	 記録的積雪による電車の立ち往生で発生した	
多数傷病者の当院での受け入れ対応
	………………………… 洛和会音羽病院		救命救急センター・京都 ER	 若山	 佑豪

O41-4（S）	 薩摩郷中教育をモデルとした，世代・職種を越えた	
シームレスな防災教育事業への取り組み
	………… 姶良市ジュニア・リーダークラブ ｢どんぐり｣		社会教育課	 岩倉	加菜子

一般演題口演 42（O42）� 15：00〜 15：40

「災害③」
座長	 独立行政法人国立病院機構		本部 DMAT 事務局	 若井	 聡智

和泉市立総合医療センター	 櫛引	 健一

O42-1（S）	 災害時における医学部・看護学部生の役割
	……………………………………… 東京女子医科大学		医学部		医学科	 佐藤	 杏美

O42-2（CE）	 大規模地震訓練に対する臨床工学技士の取り組みと課題
	………………………………………… 岡山大学病院		臨床工学センター	 岡田	 真澄

O42-3（S）	 病院 BCPの現状調査と考察
	………………東京薬科大学		薬学部		医療衛生薬学科		臨床薬剤学教室	 福谷	英通子

O42-4（D）	 埼玉県の災害への取り組み
	……………………………… 川口市立医療センター		救命救急センター	 直江	 康孝

O42-5（D）	 災害時の重症者搬送手段として病院救急車を活用する
	…………………………… 直和会平成立石病院		地域救急医療センター	 大桃	 丈知

一般演題口演 43（O43）� 16：10〜 17：00

「研究④　診療・運用体制」
座長	 地方独立行政法人公立甲賀病院		看護部	 伝川	 洋子

　帝京大学医学部 救急医学講座　問田　千晶

O43-1（S）	 AEDパッド装着時における男女間格差の原因調査
	………………………………… 中央大学		理工学部		人間総合理工学科	 井上	 夢心

O43-2（C）	 救急救命士によるアナフィラキシーの病態と	
エピペン	® 投与判断のシミュレーション研究
	……………………… 新潟医療福祉大学		医療技術学部		救急救命学科	 竹井	 豊

O43-3（E）	 病院前救護における体温の評価とその判断における留意点に関する検討
	……… 日本体育大学大学院		保健医療学研究科		救急災害医療学専攻	 成田	 寛之

O43-4（D）	 救急搬送症例における現場滞在時間延長に関連した要因の検討
	……………………………………………… 京都大学大学院		医学研究科	 上野	 恵子
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O43-5（S）	 救急現場に即した 3D人体モデル作成方法の検討
	…………………………………………………… 中央大学		理工学研究科	 梅津	 匠

O43-6（R）	 医療用コンテナCTにおける運用と空間線量の検討
	………………………………… 山梨大学医学部附属病院		放射線技術部	 大島	 信二

■ 第 6 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　205）

領域 救急外来・初療 領域区分 計画・教育

パネルディスカッション 7（PD7）� 8：30〜 10：00

「どうする？救急初期診療の体系的アプローチ」
座長	 大阪公立大学大学院		医学研究科		救急医学	 溝端	 康光

京都橘大学		健康科学部		救急救命学科	 福岡	 範恭

PD7-1（D）	 救急疾患に対するアプローチ
	……………………… 社会医療法人生長会府中病院		集中治療センター	 山本	 啓雅

PD7-2（D）	 臨床推論
	…………………………………… 鹿児島大学		救急・集中治療医学分野	 望月	 礼子

PD7-3（D）	 循環器（ACS）に対する体系的アプローチ
	……………………………… 埼玉医科大学総合医療センター		心臓内科	 石原	 嗣郎

PD7-4（D）	 当院における脳卒中の初期対応
	……………………………………………………… 荒尾市民病院		救急科	 松園	 幸雅

PD7-5（D）	 尼崎市における体系的アプローチ導入への布石
	……………………………………………………… 関西労災病院		救急部	 高松	 純平

PD7-6（P）	 救急診療における薬剤師のかかわり
	………………………………………… 岐阜大学医学部附属病院		薬剤部	 鈴木	 昭夫

PD7-7（D）	 入院時重症患者対応メディエーター	
〜救急初期診療の中で体系的に活動する新たな役割〜
	……………………… 帝京大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 三宅	 康史

PD7-8（HS）	 救急初期診療における救急救命士のかかわり
	…………… SUBARU 健康保険組合太田記念病院		救命救急センター	 横倉	 圭一

ワークショップ 6（WS6）� 10：00〜 11：30

「どうする？救急救命士の医療機関内での役割」
座長	 救急救命東京研修所	 田邉	 晴山

日本医科大学付属病院	 佐藤	 憲明

WS6-1（D）	 当院での院内救急救命士の役割と今後に向けて
	………………………………………………… 山梨県立中央病院		救急科	 岩瀬	 史明
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WS6-2（HS）	 院内救命士が行う当院での搬送業務における問題点
	………………………………………… 札幌東徳洲会病院		救急センター	 吉田	 将馬

WS6-3（HS）	 ドクターカー業務における院内救命士の活用と課題点
	…………………………………………………… 徳島赤十字病院		救急科	 谷澤	 俊亮

WS6-4（D）	 公立病院における院内救命士の役割と今後の展望
	………………………………………… 公立陶生病院		救命救急センター	 市原	 利彦

WS6-5（E）	 改正救急救命士法はタスクシフトの実現に寄与しているか？
	…………………………… 島根大学医学部附属病院		高度外傷センター	 三枝	 俊平

WS6-6（D）	 院内救命士のアイデンティティー確立のための当院の取り組み
	…………………… 国立病院機構大阪医療センター		救命救急センター	 大西	 光雄

WS6-7（D）	 どう育てる？病院救命士	 	
	 〜救急外来タスクシェアのキープレーヤーたち〜

	……………………………………… 関西メディカル病院		ER センター	 吉永	 雄一

ランチョンセミナー 9（LS9）� 12：10〜 13：10

	 座長	 米盛病院		救急科	 冨岡	 譲二

LS9	 アナフィラキシー治療と再発に備えた対応
	 	 昭和大学		医学部		内科学講座		呼吸器・アレルギー内科学部門	 鈴木	慎太郎

� 共催：ヴィアトリス製薬株式会社

一般演題口演 44（O44）� 13：50〜 14：40

	 「教育・研修⑥　救急外来・初療」
	 座長	 横浜市立市民病院		救命救急センター	 伊巻	 尚平

O44-1（E）	 院内指導救命士が中心となった病院実習における再教育体制
	……………………………………………………… 姫路市消防局		救急課	 白水	 俊輔

O44-2（C）	 救急救命士養成課程における病院実習の評価項目の検討		
	 〜二次救急医療機関での実習回数と評価の関連〜

	…………………………… 日本体育大学		保健医療学部		救急医療学科	 宇田川	美南
O44-3（E）	 院内救急救命士のための業務マニュアルを	 	
	 今後どのように活かしていくか

	……………………………………………………… 川崎幸病院		EMT 科	 鴨川	 晏奈
O44-4（D）	 救急隊の生涯教育に関わる救命救急センターでの新たな取組

	……………………………………… 長野赤十字病院		救命救急センター	 岩下	 具美
O44-5（E）	 朝イチ訓練の継続から見えてきたもの

	……………………滋賀県大津市消防局		中消防署		西分署		救急第 1 係	 三ツ井	裕介
O44-6（E）	 外部研修制度を活用した循環型教育

	…………………………………………… 石橋地区消防組合		石橋消防署	 香川	 康紀
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一般演題口演 45（O45）� 16：10〜 17：00

	 「救急医療における ICTの活用とVR②」
	 座長	 防衛医科大学校病院		救急部	 清住	 哲郎
	 	 横浜市立大学附属市民総合医療センター	 平井	 律子

O45-1（D）	 遠隔医療支援システムを使用し，早期に治療介入できた一例
	……………………………………………… 旭川医科大学		救急医学講座	 難波	 亮

O45-2（C）	 VR カリキュラム導入の成果と課題	 	
	 〜これまでの教育とこれからの展望〜

	……………………………… 湘央生命科学技術専門学校		救急救命学科	 中島	 秀明
O45-3（C）	 ファーストレスポンダー教育における	 	
	 Virtual	reality 教材の教育効果の検討

	………………………………… 国士舘大学		防災・救急救助総合研究所	 都	 城治
O45-4（E）	 救急救命士養成専修学校における実写VRを用いた実習の効果検証	 	
	 〜ランダム化比較試験〜

	………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 齋藤	 駿佑
O45-5（S）	 救急隊経験者と学生における	 	
	 ストレッチャー操作時のアイトラッキング技術を用いた視線分析

	…………………………… 日本体育大学		保健医療学部		救急医療学科	 片平	 達也
O45-6（R）	 外傷全身CTにおけるArtificial	Intelligence 技術を活用した	 	
	 頭部画像再構成の精度の検証

	………………… 東海大学医学部付属病院		診療技術部		放射線技術科	 片山	 拓人

■ 第 7 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　206）

領域 救急外来・初療 領域区分 臨床・検証

教育講演 8（EL8）� 現地＋オンデマンド配信 　　9：00〜 10：00

	 座長	 NPO 法人病院前救護と健康管理研究会	 北小屋	 裕

EL8（C）	 緊急時に想いを伝えあう〜救急活動コミュニケーションの心理学〜
	 	 神戸女学院大学		人間科学部		心理・行動科学科	 木村	 昌紀
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日

28
日

配
信
28
・
29
日

29
日

パネルディスカッション 8（PD8）� 10：00〜 11：30

	 「	どうする？治療可能時間域（therapeutic	time	window：TTW）を意識した	 	
急性期傷病者対応」

	 座長	 横浜市立大学		救急医学／高度救命救急センター	 竹内	 一郎
	 	 日本医科大学大学院		医学研究科		救急医学分野	 横堀	 將司

PD8-1（D）	 プレホスピタルからの時間軸を意識した緊急心血管疾患対応
	………………………… 日本医科大学付属病院		心臓血管集中治療科／
	 東京都 CCU 連絡協議会事務局	 山本	 剛

PD8-2（D）	 急性期脳梗塞治療における時短の重要性
	………………………… 日本医科大学多摩永山病院		救命救急センター	 金子	 純也

PD8-3（D）	 緊急止血術を要する外傷患者における病院前診療の時間軸　	 	
	 ドクターカーは有用か？

	…………… りんくう総合医療センター		大阪府泉州救命救急センター	 中尾	 彰太
PD8-4（D）	 敗血症性ショックの昇圧戦略と時間軸

	……………………………………… 横浜市立大学附属病院		集中治療部	 中村	 謙介
PD8-5（D）	 Prehospital	ECPR と院外心肺停止の治療可能時間域（TTW）	 	
	 〜時短と質の向上がカギ〜

	…………………………………… 済生会宇都宮病院		救急・集中治療科	 藤田	 健亮

一般演題口演 46（O46）� 13：50〜 14：40

	 「救急救命士の医療機関での役割①」
	 座長	 横須賀共済病院		救急科	 祐森	 章幸
	 	 株式会社パラメディック／株式会社ユーエムエス	 立山	 有希

O46-1（HS）	 病院救急車はどこまで有用か？
	…………………… コミュニティーホスピタル甲賀病院		救急救命士科	 伊藤	康太郎

O46-2（HS）	 院内救命士の新たな役割　〜蘇生的手術への関わり〜
	……………………………………………………… 関西労災病院		救急科	 岡島	 淳志

O46-3（D）	 医育機関における院内救急救命士の役割
	…………………………… 埼玉医科大学国際医療センター		救命救急科	 根本	 学

O46-4（HS）	 『救急救命士のスキルを活用するための教育と環境』　	 	
	 〜今後の課題と展望〜

	………………………………………………… 済生会宇都宮病院		看護部	 佐々木	俊一
O46-5（D）	 50 床救急病院における救急救命士の役割と今後の課題

	………………………………………………………… 所沢明生病院		外科	 森崎	 善久
O46-6（D）	 病院救命士をHubとした救急診療体制構築	 	
	 〜救命士の視点に立った現場マネジメントを活かすために〜

	………………… 社会医療法人仁愛会浦添総合病院		救命救急センター	 米盛	 輝武
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一般演題口演 47（O47）� 15：00〜 15：35

	 「救急救命士の医療機関での役割②」
	 座長	 横須賀市立うわまち病院		総合診療センター		救急総合診療部	 内倉	 淑男
	 	 帝京大学		医学部		救急医学講座	 西	 竜一

O47-1（D）	 特定行為のみを目的としない病院救命士活用
	………………………………………… 兵庫県災害医療センター		救急科	 石原	 諭

O47-2（HS）	 在宅と救急を結ぶ院内救急救命士の役割
	………………………………………… 札幌東徳洲会病院		救急センター	 竹内	 理久

O47-3（D）	 公立市中病院二次救急施設における	 	
	 病院救命士雇用のためのプロセスとその効果

	………………………………………………… 千葉市立海浜病院		救急科	 本間	 洋輔
O47-4（D）	 地方救命救急センターにおける病院救急救命士の役割について

	…………………………………… 青森県立中央病院		救命救急センター	 齋藤	 兄治

■ 第 8 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　207）

領域 入院 領域区分 計画・教育

ワークショップ 7（WS7）� 8：30〜 10：00

	 「どうする？Advance	Care	Planning（ACP）の普及」
	 座長	 東京医科歯科大学病院	 淺香	えみ子
	 	 聖隷浜松病院		救命救急センター	 渥美	 生弘

WS7-1（D）	 介護施設におけるACP普及のポイントは，ACPの正しい理解と実践
	…………………………………………………………北九州市立八幡病院	 伊藤	 重彦

WS7-2（E）	 DNAR，ACPに関する		
	 静岡県西部地域MC協議会管内での対応と今後について

	…………………………………………………… 浜松市消防局		中消防署	 鈴木	 崇博
WS7-3（D）	 山梨県メディカルコントロール協議会での	 	
	 DNARプロトコール作成の取り組み

	………………………………………………… 山梨県立中央病院		救急科	 岩瀬	 史明
WS7-4（D）	 岐阜県DNARプロトコール改定とACP普及への課題

	………………………………………… 中濃厚生病院		救命救急センター	 名知	 祥
WS7-5（E）	 埼玉県東部地域におけるDNARの問題についての取り組み

	……… 埼玉県東部地域メディカルコントロール協議会		越谷市消防局	 原田	 清一
WS7-6（D）	 救急搬送患者の事前意思決定に関する話し合いの現状	 	
	 （新潟県多施設研究データをもとに）

	………………… 新潟大学医歯学総合病院		高次救命災害治療センター	 上村	 夏生
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28
日
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信
28
・
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29
日

WS7-7（HS）	 入院時重症患者・家族に対する多職種心理支援及び意思決定支援　	 	
	 その取り組みと課題

	………………………………………………………………………飯塚病院	 松尾	 純子

ランチョンセミナー 10（LS10）� 12：10〜 13：10

	 座長	 聖マリアンナ医科大学		救急医学	 藤谷	 茂樹

LS10	 日本の Rapid	Response	Systemの現在地と光射す未来	 	
	 〜急変させない院内救急対応〜

	 	 東京医科歯科大学		大学院医歯学総合研究科		
	 	 心肺統御麻酔学分野	 仙頭	 佳起

� 共催：株式会社Vitaars（旧社名：株式会社 T-ICU）

一般演題口演 48（O48）� 13：50〜 14：50

	 「医療連携，チーム医療，多職種連携②」
	 座長	 山口大学大学院		医学系研究科		救急・総合診療医学	 鶴田	 良介
	 	 帝京大学医学部附属病院		医療福祉相談室	 佐藤	 圭介

O48-1（N）	 チーム医療を考える〜呼吸不全に対する腹臥位療法導入を通して〜
	…………………………………… 北里大学メディカルセンター		看護部	 尾形	 巧

O48-2（P）	 院内ポリファーマシー対策チームから独立した	 	
	 救急・集中治療科独自の入院前内服薬整理への取り組み

	………………………………… 大分市医師会立アルメイダ病院		薬剤部	 佐藤	 史織
O48-3（P）	 当院高度救命救急センターに入院した中毒患者に対する		
	 薬学的介入の現状

	……………………………………… 奈良県立医科大学附属病院		薬剤部	 中ノ瀬	恵子
O48-4（R）	 診療放射線技師による想定外所見報告	 	
	 〜伝達方法の改良による効果の検討〜

	………………………………………………… 大垣市民病院		診療検査科	 市川	 宏紀
O48-5（MS）	 入院時重症患者対応メディエーターとしての取り組み	 	
	 〜救急認定ソーシャルワーカーの専任配置後の評価〜

	………………………独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター		
	 患者サポートセンター	 髙橋	 紀貴

O48-6（N）	 入院時重症患者対応メディエーターと医療チームとの連携　	 	
	 〜家族支援をしたNICUの事例報告〜

	……………………………………………………… 聖隷浜松病院		看護部	 加藤	 智子
O48-7（MS）	 入院時重症患者対応メディエーターの役割について	 	
	 〜臓器提供の意思決定支援の経験からの考察〜

	……… 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター		医療福祉相談室	 平島	 園子
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一般演題口演 49（O49）� 15：00〜 16：00

	 「内因性疾患③」
	 座長	 総合南東北病院		救急集中治療科／
	 	 福島県立医科大学		救急・生体侵襲制御学講座	 比留間	孝広
	 	 千里金蘭大学	 平尾	 明美

O49-1（E）	 肺塞栓症の鑑別における有用な因子の模索について
	………………………………………… 久留米広域消防本部		浮羽消防署	 井上	 大輔

O49-2（P）	 薬学的介入により再発防止につながった，	 	
	 心筋梗塞を発症したチモロール配合点眼誘発冠攣縮性狭心症の 1例

	…………………… 地方独立行政法人桑名市総合医療センター		薬剤部	 西川	 嘉広
O49-3（D）	 迷走神経亢進により突如の高度房室ブロック・心停止に陥った 1症例

	…………………… 国家公務員共済組合連合会呉共済病院		総合診療科	 秋山	 順一
O49-4（D）	 ドクターヘリ搬送にて救命し得た褐色細胞腫による	 	
	 心原性ショックの一例

	…………………………………………………… 秋田赤十字病院		救急科	 菊地	 一樹
O49-5（D）	 腹痛・嘔吐・下痢が主訴の感染性心内膜炎の一例

	…………………………………………………… 勤医協中央病院		救急科	 立花	 友香
O49-6（D）	 発症早期に検査をしたためD-dimer が陰性であった	 	
	 Stanford	A 型急性大動脈解離の 1例

	…………………………………………………… 自衛隊中央病院		救急科	 髙島	 真帆
O49-7（D）	 感染性流産後に著明な心機能低下を認め		
	 周産期心筋症の関与が疑われた一例

	……………………………………………………… 公立昭和病院		救急科	 髙野	 隼

一般演題口演 50（O50）� 16：10〜 16：50

	 「内因性疾患④」
	 座長	 順天堂大学医学部附属練馬病院		救急・集中治療科	 野村	 智久
	 	 大阪医科薬科大学病院		救命救急センター	 三宅	千鶴子

O50-1（D）	 甲状腺腫瘍の気道圧迫により	 	
	 抜管後 3時間後に気道閉塞を起こした 1例

	…………………………………… 昭和大学		医学部		救急災害医学講座	 山荷	 大貴
O50-2（D）	 左前胸部痛で発症した固有食道動脈出血による食道壁内血腫の 1例

	…………………… 国家公務員共済組合連合会呉共済病院		総合診療科	 兼永	幸太郎
O50-3（D）	 放射線治療後に PTP 誤飲により発症した小腸穿孔の一例

	………………………………………… 八尾徳洲会総合病院		初期研修医	 藤本	 浩之
O50-4（D）	 下腹部から両膝に限局した網状皮疹を伴う胃拡張の 1例

	…………………………………………… 国立病院機構埼玉病院		救急科	 野中	美奈穂
O50-5（D）	 膀胱壊死に至った S状結腸膀胱瘻の 1例

	………………………………… 済生会福岡総合病院		救命救急センター	 友田	 貴博
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■ 第 9 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　210）

領域 入院 領域区分 臨床・検証

合同企画 1（JT1）� 9：00〜 10：30

	 「救急医療と在宅医療のパートナーシップがもたらすもの」
	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター		救急科	 守谷	 俊
	 	 国際医療福祉大学		医学部		消化器外科	 吉田	 雅博
	 コメンテーター	 日本体育大学大学院		保健医療学研究科	 横田	 裕行

JT1-1（D）	 これからの高齢者救急医療：在宅医療と救急医療の一つの病院連携
	…………………………………………… 小豆畑病院		救急・総合診療科	 小豆畑	丈夫

JT1-2（D）	 終末期悪性脳腫瘍症例における在宅診療と救急対応
	……………………………………………………… 森山病院		脳神経外科	 安栄	 良悟

JT1-3（C）	 救急救命士の在宅医療における活躍の可能性
	……… 日本体育大学大学院		保健医療学研究科		救急災害医療学専攻	 鈴木	 健介

JT1-4（D）	 在宅医療における急性増悪の指標
	…………………………医療法人社団悠翔会悠翔会在宅クリニック品川	 井上	 淑恵

JT1-5（D）	 救急医療と在宅医療との関わりについて
	……………………………………………………… 倉敷中央病院		救急科	 池上	 徹則

� 合同開催：日本在宅救急医学会

ランチョンセミナー 11（LS11）� 12：10〜 13：10

	 座長	 筑波大学		医学医療系		救急・集中治療医学	 井上	 貴昭

LS11	 De-resuscitation における最新のエビデンスと循環指標
	 	 東海大学		医学部		医学科総合診療学系		救急救命医学	 土谷	 飛鳥

� 共催：エドワーズライフサイエンス株式会社
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主題関連演題（MRS3）� 13：50〜 14：50

	 「緊急度・TTW」
	 座長	 東京女子医科大学附属足立医療センター		救急医療科	 庄古	 知久
	 	 自衛隊中央病院		救急外来	 高野	 心希

MRS3-1（D）	 プレホスピタルでの早期警告スコア活用の限界とその先の可能性：	 	
	 偽陽性の解析

	………………………………………………… 国際医療福祉大学		救急科	 遠藤	 拓郎
MRS3-2（D）	 「緊急度」浸透を図ることを目指した PEMECの普及活動

	……………………… 日本臨床救急医学会		PEMEC 企画運営小委員会	 高松	 純平
MRS3-3（D）	 網膜中心動脈閉塞と早期組織プラスミノーゲン活性化因子投与：		
	 神戸 Eye-Stroke ホットライン

	……………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 出田	 健人
MRS3-4（D）	 急性心筋梗塞における TTWは病院前 12誘導心電図が Key となる	 	
	 〜神奈川循環器救急レジストリー〜

	………………………………………… 昭和大学藤が丘病院		救命救急科	 前田	 敦雄
MRS3-5（D）	 急性期脳梗塞に対する治療時間改善の取り組み	 	
	 〜 Code	AIS 導入による「迅速な血栓回収療法」への改革〜

	……………………………………………… 名古屋市立大学病院		救急科	 服部	 友紀
MRS3-6（D）	 緊急度判定の社会実装におけるトリアージの多義性　	 	
	 〜障害者団体との話し合いを通して〜

	…………………日本大学		医学部		救急医学系		救急集中治療医学分野	 櫻井	 淳

一般演題口演 51（O51）� 15：00〜 16：05

	 「感染症①」
	 座長	 横浜市立市民病院		救急診療科	 髙橋	 耕平
	 	 山形県立中央病院		救急室	 峯田	 雅寛

O51-1（D）	 新型コロナウィルスワクチン接種後，全身性の筋炎を発症した一例
	……………………………………… 医療法人医誠会医誠会病院		救急科	 加藤	 幹也

O51-2（P）	 経口新型コロナウイルス感染症治療薬に対する薬剤師の介入事例調査
	……………………………… 医療法人徳洲会湘南鎌倉総合病院		薬剤部	 宮下	 栞

O51-3（S）	 COVID-19 パンデミックと病院外心停止の予後の関連の検討
	………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 平田	 雄也

O51-4（D）	 非典型的な画像所見を呈し，	 	
	 治療に難渋したCOVID-19 合併カンジダ肺炎の一例

	……………………………………………… 防衛医科大学校病院		救急部	 井尻	 篤宏
O51-5（D）	 COVID19 第 6波における重症化との関連因子の検討

	………… 三重大学医学部附属病院		救命救急・総合集中治療センター	 羽根	 敦也
O51-6（R）	 Hybrid-ER での COVID-19 感染対策患者における診療時間の検討

	………………………………………… 済生会横浜市東部病院		放射線部	 片廻	 慎
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27
日

28
日

配
信
28
・
29
日

29
日

O51-7（HS）	 病院救急救命士が考えるwith コロナにおける救急医療提供
	……………………………………… 直和会平成立石病院		救急救命士科	 赤羽	 世蓮

O51-8（S）	 Covid-19 ワクチン集団接種にともなう		
	 急性の副反応の発生と気候との関連

	………………………………… 京都橘大学		健康科学部		救急救命学科	 松本	 正弥

一般演題口演 52（O52）� 16：10〜 17：10

	 「感染症②」
	 座長	 横須賀共済病院		救急科	 土井	 智喜
	 	 自治医科大学附属病院		看護部	 谷島	 雅子

O52-1（D）	 感染性海綿静脈洞血栓症から両側眼球突出を呈した	 	
	 Lemierre 症候群の一例

	…………………………… 聖路加国際病院		救急部・救命救急センター	 関口	 萌
O52-2（D）	 溶連菌による急性扁桃炎が疑われたが，	 	
	 血液培養および肺病変から診断に至った Lemierre 症候群の 1例

	…………………… 旭川医科大学病院		卒後臨床研修センター		救急科	 田中	あかり
O52-3（D）	 Providencia	stuartii の尿路感染から高NH3血症を来し，	 	
	 意識障害で救急搬送された一例

	……………………… 京都山城総合医療センター		救急部		臨床研修医	 玉井	 郁也
O52-4（D）	 診断に難渋した化膿性仙腸関節炎の 1例

	………………………………… 昭和大学		医学部		救急・災害医学講座	 島田	 拓哉
O52-5（D）	 Acinetbacter	baumanii による蜂窩織炎で	 	
	 敗血症性ショックに至った一例

	………………………………………………………… 久留米大学		救急科	 伊勢	 将大
O52-6（D）	 低体温症として救急搬送され診断に難渋した閉塞性腎盂腎炎による	 	
	 敗血症性ショックの 1例

	……………………………………………… JCHO 船橋中央病院		救急科	 大塚	 恭寛
O52-7（D）	 低体温で救急搬送された播種性帯状疱疹の 1例

	…………………………………… 東海大学医学部付属病院		臨床研修部	 飯島	 真吾
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■ 第 11 会場（帝京大学板橋キャンパス　大学棟　2F　212）

領域 入院・回復期 領域区分 計画・教育

合同企画 3（JT3）� 8：50〜 10：20

	 「救急往診の現在と将来を語る=救急医療における往診医学の必要性=」
	 座長	 公立昭和病院院長／日本救急往診協会理事	 坂本	 哲也
	 	 医療法人社団つくし会	 新田	 國夫

JT3-1（D）	 往診の歴史と救急医療における往診医学体系の必要性
	…………………………………………一般社団法人日本救急往診協会／
	 独立行政法人労働者健康安全機構	 有賀	 徹

JT3-2（C）	 診療・診療外業務DXによる地域医療支援と救急医療インフラとなる	 	
	 救急往診の意義

	…………………………………………………ファストドクター株式会社	 水野	 敬志
JT3-3（C）	 持続可能な在宅医療へのアップデートを目指す	 	
	 夜間休日の当直連携支援の意義

	……………… 株式会社当直連携基盤／全国介護事業者連盟		千葉支部	 中尾	 亮太
JT3-4（D）	 地域医療の現状から見た救急往診の有用性

	………………………………………医療法人社団親樹会恵泉クリニック	 太田	 祥一
JT3-5（C）	 2040 年を視野に入れた地域包括ケアの姿と在宅往診機能

	…………………………………一般社団法人日本在宅ケアアライアンス	 武田	 俊彦

� 合同開催：（一社）日本救急往診協会

一般演題口演 53（O53）� 13：50〜 14：50

	 「地域医療・連携②」
	 座長	 佐賀大学		救急医学講座	 阪本	雄一郎

O53-1（D）	 蘇生背景を考慮した救急活動プロトコール改善策を提案する重要性
	……………………………… 奈良県立医科大学		高度救命救急センター	 川井	 廉之

O53-2（E）	 外傷活動時間に対する指導救命士の介入効果	 	
	 〜 PDCAサイクルを意識して〜

	………………………………………………… 四街道市消防本部		消防署	 黒子	 太郎
O53-3（C）	 民間企業メディカルコントロール体制構築における指導救命士の役割

	………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 井上	 拓訓
O53-4（E）	 浜松市における救急搬送困難事案に対するひとつの対策

	……………………………………………………… 浜松市消防局		警防課	 仲山	 智士
O53-5（D）	 在宅医療と救急の面接技法の違いと地域医療の展望

	………………………………………………… 木村内科クリニック		内科	 木村	 進
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27
日

28
日

配
信
28
・
29
日

29
日

O53-6（HS）	 個人開設救急クリニック移転後の受入要請変化 1
	……………………………………………… 川越救急クリニック		救急科	 吉田	 雄一

O53-7（D）	 大学病院での病院救急車運用による自宅・施設搬送の課題と展望
	………………………………… 順天堂大学医学部		救急災害医学研究室	 門田	 勝彦

一般演題口演 54（O54）� 15：00〜 16：05

	 「熱傷，化学損傷，電撃傷，環境障害」
	 座長	 帝京大学		医学部		救急医学講座	 神田	 潤
	 	 日本赤十字社和歌山医療センター	 芝田	 里花

O54-1（E）	 電撃傷で 2人同時にCPAとなった一症例
	……………………………………………………… 新潟市消防局		救急課	 藤田	 裕之

O54-2（D）	 当センターでの気管挿管を要した気道損傷症例に対する		
	 ヘパリン・N-アセチルシステイン吸入療法の評価

	………………………………………………… 関西医科大学		救急医学科	 堂本	 薫
O54-3（D）	 RECELL	® を使用した高齢者 20％ TBSA体幹熱傷の一例

	…………………………………… 東海大学医学部付属病院		臨床研修部	 吉澤	 雪絵
O54-4（D）	 安全データシート（SDS）が，	 	
	 治療方針決定に有用であった化学眼熱傷の一例

	……………………………………… 産業医科大学		救急・集中治療医学	 土田	 崇博
O54-5（D）	 Ⅱ度労作性熱中症（EHI）におけるバイタルサイン（VS）を用いた	 	
	 早期急性腎障害（AKI）の発症予測

	……………………… 警察共済組合兵庫県支部診療所		芦屋分室		内科	 井上	 聡子
O54-6（S）	 ハーフマラソン中に発生した熱中症傷病者に対して	 	
	 救急搬送前にアイスバスを使用した 1例

	……………………………… 国士舘大学		体育学部		スポーツ医科学科	 木村	 龍
O54-7（C）	 仕事場からの熱中症による救急搬送者の発生場所の検証

	………… 独立行政法人労働者健康安全機構		労働安全衛生総合研究所		
	 環境計測研究グループ	 上野	 哲

O54-8（D）	 ダイビング中に発症した呼吸苦により離島診療所を受診し，	 	
	 ヘリ搬送されてきた徐脈の 1例

	……………………………………………… 沖縄県立八重山病院		救急科	 竹島	 茂人
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一般演題口演 55（O55）� 16：10〜 17：00

	 「教育・研修⑦　救急外来・初療」
	 座長	 日本医科大学		救急医学教室	 萩原	 純
	 	 国士舘大学		体育学部		スポーツ医科学科	 高橋	 宏幸

O55-1（E）	 救急ワークステーションにおける研修効果可視化の検討		
	 〜ヒューマンコミュニティ創成マインドに着目して〜

	…… 奈良県広域消防組合消防本部		警防部		救急ワークステーション	 西村	 基史
O55-2（E）	 救急ステーションの教育に関する取り組みについて

	………………………………… 十日町地域消防本部		救急ステーション	 笛木	 純一
O55-3（S）	 初期臨床研修医を対象とした救急医療現場における死生観教育とは

	……………………………………………… 東北大学大学院		文学研究科		
	 死生学・実践宗教学専攻分野博士課程	 川崎	 磨美

O55-4（HS）	 病院救急救命士の区内合同新人研修
	……………………………… 東京曳舟病院		診療技術部		救急救命士課	 磯﨑	 千尋

O55-5（R）	 ハイブリッド ER更新時における診療放射線技師の教育研修とその検証
	…………… 大阪急性期・総合医療センター		医療技術部		放射線部門	 中	 智章

O55-6（C）	 プレホスピタルにおける負傷者対応能力向上と	 	
	 医療機器開発を視野に入れたwet	lab	trainingb の開発

	…………………………………………………………… 大阪 EMS 研究会	 海谷	 雄一




